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【緒 言】 口器 などに存在す る末梢 味覚器 の機 能
を検 討す る。
【材 料 と方法 】ハエ の味覚器 および脳 に発現 す る
poxn遺伝子 をKOし た系統(poxn　null）とそれ
を脳 ニ ューロ ンでのみ レスキ ュー した系統(poxn
brain-rescue)を用 いて以 下の方 法で摂 食行動 の
変化 を見た。1)吻伸展反射:ハエの味覚器にショ
糖溶液を接触 させ,吻 伸展 を観察する。2） 二者
選択実験①:高 濃度,低 濃度の2種 類の餌(片 側
だけに青色食物色素を混ぜ る)を ハエに提示 し,
30分間摂食 させた後にハエ をす りつぶ して色素
を抽出し,色素濃度を測定 して摂食量 を計算 した。
3)二者選択実験②:高 濃度,低 濃度の2種 類の
餌にそれぞれ青色,赤 色の食物色素を混ぜ,ハ エ
に提示 し,30間摂食 させ た後にハエの腹部の色
を観察 して餌選択 を測定 した。
【結 果】吻伸展反射実験の結果,特 に唇弁 を刺
激 した場合 に,刺 激に対す る感受性の大きな低下
が見られた。二者選択実験の結果,poxn　ull系
統では40mMと30mMのシ ョ糖溶液の選択度が
有意に低下 した。 しか し,poxn　brain-rescue系
統では選択度は野生型と同程度に回復 した。末梢
poxn発現ニューロンの機能 を調べ るために,濃
度差 を40mMを基準にしてウェーバー比0.4,0.1,
0.025の濃度差を設定 し,そ れぞれの濃度差にお
ける二者選択実験 を行った。ウェーバー比0.1の
と き(40mMと44mMの 選 択)の み,poxn
brain-rescue系統で選択度の有意 な低下(p<0.01,
student-t)が見 られた。
【考 察】Poxn発現末梢味覚ニューロンは吻伸
展反射の解発に重要で あり,餌 の発見効率 を向上
させている可能性が ある。Poxn発現脳ニューロ
ンは餌選択行動において重要な機能を果たすこと
が示唆 され る。Poxn発現末梢味覚ニューロンは,
味覚センサーの数を増やすことによって,味 強度
分解能を向上 させている。
